
 

改善箇所説明図①  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             注：＊＊＊＊は交換する部品を示す。 

 

改善の内容：  

全車両、当該パイプおよび固定金具を対策品に交換する。 

 

識別：改善済車両にはネームプレートの右中央部に白ペイントを塗布する。 

中型トラックにおいて、ＤＰＲフィルタ詰まり検知用パイプの固定方法が不適切なため、ＤＰＲ本体の熱膨

張・収縮等によりパイプ固定部に亀裂が発生するものがある。そのため、亀裂部から排気ガスが漏れ、ＤＰ

Ｒフィルタに煤が堆積してもＤＰＲ警告灯が点灯しなくなり、最悪の場合、ＤＰＲフィルタが損傷するおそ

れがある。 

 

ＤＰＲフィルタ詰まり検知用パイプ 

基準不適合発生箇所 

ラバークリップ 
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